



The Prefectural Museum's Aim after the Earthquake Disaster :





























成 24 年 12 月に館は「東北歴史博物館中長期目標」を定め，「東日本大震災対応」とともに，地域の
150
国立歴史民俗博物館研究報告














































報告を行っている。平成 23 年度は，研修会を 2 回開催し，第 1 回研修会では「被災文化財等救援委
員会”による文化財レスキュー」と題して救援委員会事務局（東京文化財研究所）の岡田健氏から
講演をいただき，「リアス・アーク美術館の被害状況とその後の活動」と題し，リアス・アーク美術




























第 214 集  2019 年 3 月
３．平成24年度―本格的復興支援活動の始まり











その他，学校支援活動として，11 月 6 日には南三陸町内の小学校において「砂金採り体験教室」
を実施，特別展示事業としては，「東日本大震災復興祈念」と銘打った特別展「神々の祈り―神の若












また，県博協では 2 回の研修会を実施した。第 1 回研修会では「石ノ森萬画館の被災から現在ま
でと街づくりまんぼうの事業について」と題し，石ノ森萬画館の西條允敏氏，「東日本大震災から












標」（以下，中長期目標と記す）を平成 24 年 12 月に定めた。その趣旨では次のように謳っている。











1 展示 /2 教育普及 /3 調査・研究 /4 資料収集と保管・活用 /5 情報の発信 /6 県民参加 /7 施設整
備・管理 /8 組織・人員 /9 東日本大震災対応














































































































































































































（ 1 ）―― 小谷竜介　2017「活動の総括と今後に向けて」
『宮城県被災文化財等保全連絡会議活動報告書』66-70 頁





（2017 年 12 月 18 日受付，2018 年 6 月 4 日審査終了）
